
 

 

庭園デザイン学 



千葉大学大学院園芸学研究科博士前期課程（２０２５年１０月入学及び２０２６年４月入学）入学

試験問題【専門科目（指定科目）】 

問1． 以下の各文章内の（ ）部分は正しい内容をひとつ選びなさい。 

（１）中国では、殷の時代の皇帝の狩場が中国庭園の始まりである。その中には狩

場のほかに神を祭る台のみで、建物は狩り用の休憩小屋だけであった。庭園は「苑

囿」という、山野をそのまま取り込んだ（A，写意庭園、B，写実庭園、C，山野庭園）

である。

（解答）B

（２）頤和園が現在の規模になったのは清朝 6 代皇帝乾隆帝の時代で、当時は「清

漪園」と呼ばれていた。西太后は自身の居所である清漪園の再建に莫大な費用をか

けた（A，円明園、B，承徳避暑山荘、C，北海公園）と並び、夏の宮殿と言われた。 

（解答）B

（３）韓国庭園では背後に山を配し、前面に池や小川を配置する「背山臨水」の構

造が典型的である。また、楼閣や亭は良いとされる方角に配置され、庭石や植栽も

運勢を考慮して選ばれている。曲線を多用した自然な配置が特徴で、（A，風水思想、

B，道教思想、C，老荘思想）の影響を強く受けていると言われる。

（解答）A

問２．以下の問に答えなさい。 

（１）以下にあげる海外の庭園デザインに関する語句のどちらか１つを選び、選ん

だ語句の記号を明記した上で、150字程度で簡潔に解説しなさい。必要に応

じて模式図を用いても良い。

a) 獅子の中庭 b) H.レプトンによるレッド・ブック

（２）以下にあげる日本の庭園デザインに関する語句のどちらか１つを選び、選ん

だ語句の記号を明記した上で、150字程度で簡潔に解説しなさい。必要に応

じて模式図を用いても良い。

a) 浄土庭園 b)東山慈照寺庭園

（３）以下にあげる近現代のランドスケープデザインに関する語句のどちらか１つ

を選び、選んだ語句の記号を明記した上で、150字程度で簡潔に解説しなさ

い。必要に応じて模式図を用いても良い。

a) クリストファー・タナード b) ザ・ハイライン

（庭園デザイン学）（模範解答）

棟）



<解答例> 
（１） 

a) 獅子の中庭 

スペインのグラナダにあるアルハンブラ宮殿に中庭としてつくられた 14世紀のイス

ラム庭園である。天上の理想郷を表現するとされる四分庭園の様式が採用されてい

る。室内外にわたる十字の水路の交点に 12の獅子像が噴水を支えている。四分割さ

れた庭には当初植栽が施されていたとされるが、現在は砂利敷きとなっている。 

 

b) H.レプトンによるレッド・ブック 

18世紀のイギリスの庭園作家レプトンが、自分の提案する風景式庭園のデザインを

依頼主に示すためにつくった一連の表紙の赤い提案書。工事前の風景が描かれたペー

ジの一部をめくると竣工後の風景を見ることができるなど、依頼主が事業の価値を事

前に確かめられる画期的なプレゼンテーション手法であった。 

 

 

（２） 

a) 浄土式庭園 

浄土式庭園は、平安時代に発展した日本庭園の様式である。池泉を中心とし、多くの

場合に池越しに阿弥陀堂を眺めることができる構成となっており、阿弥陀如来が山を

越えて、亡くなる人を浄土から迎えにくる様子を象徴している。その時代に流行した

末法思想を背景に成立した。毛越寺庭園や、平等院鳳凰堂庭園などがある。 

 

b) 東山慈照寺庭園 

京都市にある室町時代の庭園である。夢窓疎石による西芳寺庭園をモデルの一つとし

たともいわれ、山麓に池泉を設け多様な石組みを配し、高低差を活かした多様な景観

を回遊できる。上段の庭には以後の枯山水の原型となる陸上の石組があり、池泉回遊

式庭園と枯山水庭園とを融合した庭園となっている。 

 

 

（３） 

a) クリストファー・タナード 

 

建築や都市計画におけるモダニズムや機能主義の原理とランドスケープ・アーキテク

チャーを融合させたランドスケープアーキテクト。1938年の『近代ランドスケープに

おける庭園』で、伝統的な庭園様式の組み合わせではなく、現代的な生活での機能性

を重視した、非対称で自由度の高い造形による新しい様式の必要性を唱えた。 

 

b) ザ・ハイライン 

ニューヨーク市の廃線となった高架鉄道敷を、ビル群をつなぐ、活気ある公園空間へ

と転換した計画である。J.コーナーを中心とするチームで設計され、放置された線路

敷に生える雑草の植生をヒントにした P.オードルフによる自然主義的な植栽と、プ

レキャストの舗装材とファニチュアによって多様な公共空間を創出している。 

 



問３． 

 

別紙 A３の解答用紙を用い、以下の指示に従った設計をしなさい。 

 

 図１にあるような土地で 3本の樹木を気に入った依頼者のために、一点鎖線で

囲まれた範囲に、自動車で乗り付けて、それぞれの樹木の特性を楽しみながら過

ごせる場所を設計しなさい。敷地には車でアクセスするので、他の人の交通の邪

魔にならないような駐車スペースを計画し、傾斜地の環境を楽しめる場所を考え

ること。 

 

 
 

解答方法： 

・ 平面図、断面図を用紙内の指定した位置に必ず描くこと。 

・ 用紙の左上部に設計案のタイトルを明記すること。 

・ 平面図には、断面図を作成した位置と向きを表す線（断面線）を記入すること。 

・ 植栽、舗装、構造物（必要な場合）などによる空間構成を具体的に表現すること。 

・ 設計意図の説明、空間イメージを表すスケッチパースや概念図などを適宜加える

こと。 

・ 提案に地形の改変が含まれる場合は、平面図にその等高線を実線で描き、その等

高線に高さを表す数値を、括弧をつけずに付記しなさい。 

 

設計条件： 

・ 図１に示されているより広域の周辺環境については適宜想定して良い。特記すべ

き想定がある場合、必要に応じて設計意図と併せて説明を加えること。 

 

注：解答用紙（別紙 A３）の右下部に受験番号を記入すること。 

 

 

 



<解答例> 
課題にある要求事項、設計条件および解答方法を遵守した解答の完成度、寸法感覚

の適正さに加えて、回答者の独自で自由な発想による設計提案上のオリジナリティを

大きく評価する。このため、解答例は記載しない。 

＜評価基準＞ 

回答者の独自で自由な発想による設計提案上のオリジナリティを大きく評価するた

め、解答例は記載しない。ただし評価基準として、課題にある要求事項を満たせてい

るか、設計条件および解答方法を遵守した解答ができているか、以上を満たしなが

ら、オリジナリティのある設計提案がなされているか、などを確かめる。具体的に

は、設計提案の特徴を明確に表現するタイトルが付けられているか、平面図（地形を

改変する場合は等高線を含む）と断面図が整合し、適正な寸法感覚を持ち、かつ立体

感を持って描けているか、断面図を作成した位置と向きを表す線が正確に記入されて

いるか、植栽、舗装、構造物の正確な記載によって具体的な空間計画が読み取れるよ

うに描けているか、設計意図の説明が明確に書かれているか、空間イメージを表すス

ケッチパースや概念図などが適切に描けているか、以上の図や文字がドローイングと

しての美しさや空間の表現力を持って描かれ、バランスよくレイアウトされている

か、などが基準に含まれる。 

 

  



 

 

 

2025年度入試問題 庭園デザイン学：出題意図 

 

問１ 

（１）中国庭園における歴史的な変遷に関する基礎的な知識を問う。 

（２）中国における宮廷庭園に関する基礎的な知識を問う。 

（３）韓国における伝統庭園に関する基礎的な知識を問う。 

 

問２  

（１）西洋における歴史的な庭園デザインに関する基礎的な知識を問う。 

（２）日本における歴史的な庭園デザインに関する基礎的な知識を問う。 

（３）近現代のランドスケープデザインに関する基礎的な知識を問う。 

 

問３ 

比較的小規模な屋外空間についてのランドスケープ設計の造形力、発想力、説明力、利用者

を想定した設計における寸法の適切な設定能力、等高線を含む平面図とそれに対応した断面

図を通した図面表現力、また、スケッチパースなどを通した完成像の表現力を試す。 

 



 

 

都市環境デザイン学 














